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  津田大介の「メディアの現場」は第1〜第4水曜日発行で月額630円。ご購読のお申し込みは、次のメルマガスタンドで。


  


  ●ニコニコチャンネル

  http://bit.ly/SVTiYd


  


  【ニコニコチャンネルのいいところ】

  ・メルマガが分割されずに届く（携帯電話で購読される方はキャリアの技術仕様によって分割される可能性があります）

  ・電子書籍フォーマット「EPUB」で読める

  ・ニコニコチャンネル限定の生放送を見ることができる

  ・ドコモとau、ソフトバンクでのキャリア決済が可能


  【決済方法】

  ・クレジットカード（JCB 、 MasterCard 、VISA 、Diners、AMERICAN EXPRESS）

  ・ドコモケータイ払い

  ・auかんたん決済（スマートフォン決済にも対応）

  ・ソフトバンクまとめて支払い（スマートフォン決済にも対応）


  ●夜間飛行

  http://bit.ly/Px7MZT


  


  【夜間飛行のいいところ】

  ・メルマガが分割されずに届く（携帯電話で購読される方はキャリアの技術仕様によって分割される可能性があります）

  ・電子書籍フォーマット「EPUB」で読める

  ・ドコモとauでのキャリア決済が可能


  【決済方法】

  ・PayPal（クレジットカード）

  ・ドコモケータイ払い（スマートフォン決済には近日中に対応予定。現在はフィーチャーフォンのみ対応）

  ・auかんたん決済（スマートフォン決済にも対応）


  ●まぐまぐ

  http://bit.ly/QB58Yr


  


  【まぐまぐのいいところ】

  ・電子書籍フォーマット「EPUB」で読める


  【決済方法】

  ・クレジットカード


  ●タグマ！

  http://bit.ly/OKPRkI


  【タグマ！のいいところ】
・ウェブサイト上でブログのように読むことができる

  ・決済方法が豊富で、クレジットカードを持っていなくても購読できる


  【決済方法】

  ・クレジットカード（Visa、Master、JCB、AmericanExpress）

  ・コンビニ決済（セブンイレブン、ローソン、ファミリーマート、サークルK、サンクス、ミニストップ、デイリーヤマザキ）

  ・銀行振込（Pay-easy）


  ●BCCKS

  http://bit.ly/QVuWt5


  【BCCKSのいいところ】
・洗練されたデザインで本のように読むことができる

  ・スマートフォンのアプリで読むことができる


  【決済方法】

  ・クレジットカード（VISA、Master、JCB、AMEX、DINERS）


  今週のニュースピックアップ

  


  津田大介が今気になっているニュースを毎週1つピックアップし、解説します。〔毎号配信〕


  この8月2日、シャープの連結決算発表会で同社の財務状況が深刻な事態に陥っていることが明らかとなり、大規模なリストラを含む経営再建策が発表されました。液晶分野では国内トップシェアを誇るシャープが、ここまで凋落した理由は何なのか。そして、シャープが浮上する道は果たしてあるのか。

  


  ◆大規模リストラ、台湾企業との提携……「液晶のシャープ」再生への道はあるか？


  



  この8月2日、シャープの連結決算発表会で同社の財務状況が深刻な事態に陥っていることが明らかになりました。赤字の額は2012年度4〜6月期で1384億円、通年で2500億円にものぼる見通しです。[*1] さらに返済の必要がある有利子負債のうち、約7000億円が1年以内に返済期限を迎えます。このような危機的状況を受け、奥田隆司社長は大規模な経営再建策を発表しました。事業グループの再編、事業所の体制見直し、本社のスリム化。中でも驚きをもって受け止められたのは、「人員のスリム化」という項目でした。連結対象会社の社員約57,000人を対象に、2013年3月末までに約5,000人を削減するという大規模なリストラ策です。パナソニックやソニーをはじめとする大手電機メーカーは、今まで経営上厳しい局面を迎えた時、希望退職者を募るなどしてリストラを行ってきました。しかしシャープは戦後間もない1950年に経営危機に陥った際、希望退職者を募り、泣く泣く解雇したという苦い経験があるため、長年の間「雇用」をある種の聖域として守り続けてきました。その聖域にメスを入れ、大規模なリストラに乗り出すということは、逆に言えばそれだけ危機感を覚えているからということなのでしょう。「シャープ」といえば電機メーカー大手です。それがなぜ、これだけの苦境に陥ってしまったのでしょうか？


  津田：シャープといえば「液晶」というイメージですよね。「AQUOS」のような液晶テレビはかなり売れたし、シャープ自身も三重県亀山市の亀山工場で作られたものを特別に「世界の亀山モデル」と呼ぶなどして、品質の高さをアピールしてきました。僕自身、1999年〜2004年くらいまでの雑誌ライター時代に新型パソコンやハンドヘルド端末のレビューを週刊SPA!で毎週やっていて、いろいろな機器を触っていたのですが、その中でも「シャープの液晶はきれいだな」と思っていましたね。薄型軽量ノートパソコンの代名詞だった「MURAMASA」、携帯情報端末の名機「Zaurus」[*2]、エポックメイキングなビデオカメラ「液晶ビューカム」[*3] すべてシャープの液晶技術があってこそ生まれた製品です。液晶に対するシャープのこだわりは、1986年から1998年まで社長を務めた辻晴雄氏に始まりました。辻氏が打ち出したシャープ独自の戦略が「スパイラル戦略」です。キーテクノロジーをもとに製品を作り、その製品を開発する過程でキーテクノロジーを磨き、さらに新たな製品を作っていくこのように、らせん状の効果を狙うスパイラル戦略の軸となったのが「液晶」でした。辻氏の後を継いだ前社長・町田勝彦氏はこの路線を踏襲し、1998年6月の社長就任直後に行った記者会見で「2005年までに国内のカラーテレビをすべて液晶に置き換える」と宣言します。[*4] のちに「日本の製造業復活の象徴」とまでされた亀山工場を不況ど真ん中の2002年に立ち上げたのも町田氏でした。そして2004年度には国内におけるテレビ売上金額のうち、液晶の占める割合が約90％に達し、シャープは「国内のカラーテレビをすべて液晶に置き換える」という目標を1年前倒しで達成します。液晶技術で一日の長があったシャープは、こうして大成功を収めました。ただ、ここに来て中小型の液晶パネルや薄型テレビの価格下落が止まらなくなってきたんですね。そしてシャープが約4300億円という巨費を投じ、2009年10月に稼働させた世界最大の液晶パネル工場・堺工場が2012年3月期、3760億円という過去最悪の最終赤字を弾き出す原因を作ってしまったんです。その生産能力が裏目に出た結果でした。


  鳴り物入りでスタートしたはずの堺工場が、なぜお荷物になってしまったのでしょう？


  津田：大雑把に言ってしまえば、シャープが大型液晶パネルの需要予測を見誤ったということでしょうね。堺工場では当初、ほかのメーカー向けに液晶パネルを生産する「外販戦略」を採っていました。しかし2011年4月上旬、シャープは堺工場の操業を一時停止したと発表し、その理由を「東日本大震災によるもの」と説明します。しかし実際には、シャープがパネルの供給先獲得に苦戦し、在庫を抱えた結果のようです。[*5] 次いでシャープは、大型パネルの生産ができるという堺工場の特徴を活かし、60型以上の大型テレビの販売をアメリカ市場で仕掛けました。売れ行きは比較的好調で、昨年度の販売数は100万台、シェアは70％にもなりました。[*6] しかし一説によると、堺工場で60型テレビを製造する場合の年間生産キャパシティは、最大で約690万台。これに対し、60型テレビのグローバルな市場規模は年間で200万台にも達しないとされます。[*7] つまり、生産能力が需要を上回ってしまっているんですね。そのためか、堺工場は2011年末、50％以上の減産を強いられることになりました。


  液晶テレビもあまりに大型になると、それだけニッチな市場になる。堺工場はそこに対して、過剰な供給能力を持っている、ということですね。通常の液晶テレビ市場でシャープが勝負することはできないのでしょうか？


  津田：日本国内では「液晶テレビ」というと、シャープの一人勝ち状態でした。でも世界を見渡せば、ほかにも着々と力をつけているメーカーがあったんですね。グローバルの液晶市場は今、サムスンやLGのような韓国メーカーが席巻しています。なぜ日本と韓国でこのような違いが生じたか？ 日本は人口が1億2800万人と多くて、ある程度の利益は出せるだけのマーケットが国内にあるじゃないですか。それに対して韓国の人口は現在でも5000万人程度で、日本ほどのマーケットはありません。だから韓国の電機メーカーは最初からグローバル展開を視野に入れてビジネスを行っているんです。これは国策でもあります。それで仮に赤字が出ていたとしても、韓国電機メーカーは安定した設備投資をし、量産体制を整えたんですね。液晶パネルも数を作れば、そのスケールメリットを活かし、部品調達時などのコストを下げられます。韓国メーカーはこれにより、日本メーカーと同等、あるいはそれ以上の品質の液晶を、安く大量にマーケットに出すことに成功したんです。対する日本の電機メーカーは、利益が出たら税金対策も兼ねてそれを翌年の設備投資に回す、赤字の時は設備投資を削ってリスクを減らすといういかにも日本的な経営を行いました。[*8] この結果、シャープをはじめとする日本メーカーは、海外展開に出遅れたんです。


  同じ電機メーカーといっても、日本と海外ではだいぶ経営に対する考え方が違いそうですね。


  津田：そうですね。日本の電機メーカーには「自前主義」という特徴があります。部品から完成品までを自社あるいはグループ会社で作りたがるんですよ。シャープもご他聞に漏れずそうで、こと液晶に関しては技術流出を恐れ、国内工場での生産にこだわっていました。情報家電製品で世界的に優勢なアップルはそれと正反対で、自社では工場を持っていせん。生産はすべて「EMS（Electronics Manufacturing Service）」と呼ばれる電子機器の受託製造サービス会社に任せてしまうんですね。そして社内では、自社製品の企画や設計、マーケティング、デザイン、そしてソフトウェアなどの開発に集中します。こうした戦略の違いが今、売上の違いとなって表れています。2012年度4〜6月の売上高はシャープの4586億円に対し、同時期のアップルは350億ドル [*9] 現在のレートで計算すると2兆7300億円あまりです。つまりシャープの6倍近くも売上があるんですね。従業員数はシャープが連結で5万6600人、対するアップルは6万4000人。アップルのほうが7500人ほど従業員が多いとはいうものの、この売上の違いが人数の差から生じているとは思えません。つまり国際的には、本社から工場までを自社で持つ垂直統合型の組織ではなく、生産部分はEMSなどに外注する水平分業型の組織がマーケットを制していると言えるのです。


  シャープは今年3月、台湾の企業「鴻海（ホンハイ）精密工業」と共同で事業を行うとして提携を発表しました。この会社は「世界最大のEMS企業」と呼ばれているそうですね。


  津田：はい。鴻海はまさにアップルからiPhoneの生産を請け負っているEMS企業です。[*10] シャープが今回、EMS企業と提携したのは、日本の電機メーカーの今後を占ううえで示唆に富んでいますよね。今まで採ってきた自前主義が、本格的に終わりを告げることを意味するわけですから。「製品開発は技術力とブランド力を持つシャープ、生産は低コスト生産のノウハウを持つ鴻海」これまでは垂直統合型でやってきたシャープもそう考え、グローバル市場で主流の水平分業モデルを採っていくのでしょう。実際、この時行われた記者会見で、現社長の奥田隆司氏は、「競争環境が厳しくなる中、液晶パネルの生産からテレビ販売まで自社で手掛ける垂直統合では限界があった」と発言しています。[*11] また鴻海グループの郭台銘（テリー・ゴウ）会長は「日本は消費者向け電子機器メーカーの役割から脱却し、高度な技術開発と国際的なブランド力構築という新しい役割を引き受ける」というビデオメッセージを寄せました。[*12]


  鴻海はなぜ力を増しているサムスンのような企業と組まず、シャープを選んだのでしょうか？


  津田：鴻海の郭会長はシャープに「投資家や事業パートナーというよりむしろ、友達という立場でともに仕事をし、一緒に苦境を乗り越えたい」と話したといいます。[*13] しかし今回提携を決めた背景には、サムスンに対する遺恨があるのではないかとも囁かれているんです。サムスンはもともと、鴻海の顧客だったんですね。けれど、二つの問題により、その関係に亀裂が走ります。ひとつは欧州で起こった価格カルテル事件です。鴻海の子会社にあたる液晶パネルメーカー「奇美電子」が液晶パネルの価格操作にかかわったとして、2010年末、欧州連合から業界最大の3億ユーロ、およそ300億円にも及ぶ課徴金が課されたんですね。[*14] この時サムスンは調査当局に情報を流し、奇美電子側に不利な証言をしました。その結果、本来サムスンに課されるべき課徴金が全額免除されたのです。鴻海としては当然、面白くありません。もうひとつ問題になったのは、鴻海にとって最大の顧客であるアップルとサムスン間の関係です。アップルは今、サムスンの開発したAndroid端末「ギャラクシー」などをめぐって、世界各国で裁判を起こしています。[*15] この8月24日には、米連邦地裁陪審がアップルの訴えを認め、サムスンに825億円の支払いを命じる評決が下りました。鴻海の郭会長はアップルへの忠誠心を示すためか、このところ「反サムスン」を強調しています。[*16] ちなみに郭会長は「鴻海と日本企業が手を組めば、サムスンとの価格競争に絶対勝てる」と事あるごとに語ってきたといいます。それはきっと、こうした状況があるからなのでしょうね。


  鴻海は今、シャープ大幅赤字の原因となった堺工場にもかかわっているそうですね。


  津田：はい、この7月からシャープと堺工場を共同で運営しています。しかも堺工場では、ちょうどそれくらいの時期からテレビ用大型液晶パネルの外販を拡大し始め、これまで低迷していた稼働率の引き上げに成功したというんですよ。一部報道によると、堺工場が7月以降に獲得した外販の顧客には、サムスン、ソニー、アメリカの液晶テレビメーカー「ビジオ」がいるそうです。[*17] なお、サムスンについてはシャープが先方から直接受注し、ソニーやビジオについては鴻海経由で受注したということです。鴻海と堺工場をめぐっては、もうひとつ大きなトピックがあります。堺工場は「SDP」というシャープの子会社が運営しているんですね。ここに鴻海の郭会長が660億円出資し、全株式の46.5％を取得したんです。さらに、堺工場と取引のある凸版印刷と大日本印刷が資本参加することが決まり、SDPに対するシャープの出資比率は50％以下になりました。こうして8月11日、SDPはシャープの連結子会社から外れたというわけです。[*18]


  新聞などの報道では、今回の提携で鴻海がシャープ本体の筆頭株主になるとして話題になっています。


  津田：そうですね。シャープは当初、鴻海グループ4社を対象に総額669億円の新株を発行し、鴻海はグループ合計でシャープの発行済み株式の9.9％を保有する予定でした。[*19] これは現在、シャープの株式をもっとも多く保有している筆頭株主・日本生命保険相互会社の5.01％をしのぎます。[*20] しかし実は今、シャープと鴻海の交渉は難航しているんですね。


  それはなぜでしょう？


  津田：シャープと鴻海の間で資本提携の話が持ち上がったのは今年3月末です。シャープの株価は当時、470円から500円ほどの間で推移していました。それで鴻海は当初、相場に多少のプレミアムをのせた1株あたり550円でシャープ株を購入するとしていたんですね。ところがシャープ株は3月以降じりじりと下落を続け、7月末には300円を切りました。はたしてこのような株を、550円で買う意義があるのか台湾企業の対外投資を審査する「台湾経済部投資審議委員会」が難色を示したわけです。そして8月3日、投資審議委員会は鴻海からの投資申請を差し戻し、出資に関するより詳細な情報を提出するよう求めました。なお、シャープ株は経営の先行き懸念からその後も下げ止まらず、8月15日には「1974年以来、約38年ぶりの安値」という169円を記録しました。[*21] 1株あたり550円という価格については、市況に合わせて見直してはどうかという話になっています。


  両社は資本提携の条件を詰め直すことになった、と。[*22]


  津田：はい。株価以外に今問題になっているのは、「9.9％」という鴻海の出資比率です。実は鴻海には、「出資比率を9.9％以上にしたい」という思惑がありました。出資比率の高い株主ほど「議決権」と呼ばれる権利が与えられ、経営に対する影響力が持てるからです。一方のシャープは、出資受け入れによって使えるお金は増やしたいものの、会社経営に深く介入してこられると困るわけですよね。現行の会社法では、10％以上の議決権があれば、会社の解散を裁判所に請求できます。だからシャープは、鴻海による9.9％以上の出資をかたく拒んでいるんですよ。鴻海は今、出資比率を20％程度にまで高めるべく交渉を行っているといいます。[*23] 仮にこれが通って20％の議決権を持たれてしまったら、シャープは鴻海グループの一部とみなされかねません。そもそも、今回の「提携」は、企業規模からしてシャープが鴻海に飲み込まれる「吸収合併」とみなされても仕方ないんですよね。2011年度の連結売上高は、シャープがおよそ2兆4558億円。[*24] それに対して鴻海は、およそ9兆7000億円です。[*25] つまり鴻海は、シャープのほぼ4倍もの売上を獲得している巨大企業なんです。[*26] 株価は当初の条件である550円に限りなく近づけ、出資比率は9.9％に押さえるシャープは鴻海からより多くの資金を引き出しつつ、飲み込まれないように気をつけながら交渉を進めなければなりません。実は鴻海の郭会長が8月26日から来日しており、30日には堺工場を訪れる予定となっています。この日本滞在中に提携に関する話も出るとみられています。[*27]


  シャープはどうすれば交渉を自社に有利な方向で進められるのでしょう？


  津田：何よりも「経営の健全化に向けて動いている」とアピールする必要があるでしょうね。自社ビル [*28] や保有株の売却、リストラを1万人に倍増する追加策 [*29] など、シャープの新たな経営再建策が連日、新たに報道されています。これらの策によって自己資金を増やし、経営を健全化していくことは、今回の資本提携において重要でしょう。加えて、鴻海とどれだけ対等に話ができる立場を作っていくかも交渉のポイントになると考えられます。今後シャープがグローバルな展開を考えていくうえで、鴻海と組むのは決して悪いことではありません。シャープは売上高でこそ鴻海にはかなわないものの、長い歴史の中で培ってきた技術力やブランドとしての価値があります。言いたいことが言える対等な関係を鴻海との間で築いていければ、明るい未来がないわけではないでしょう。


  シャープは今後、どのように事業を展開をしていくべきなのでしょうか。


  津田：これが難しいんですよね。シャープの技術を支えるエンジニアは「液晶」を軸に、時代とともに現れるデバイスに合わせて新しい製品を開発してきました。ワープロやパソコン、フィーチャーフォンにAndroid端末。こうして今までは何とかやってきたものの、フィーチャーフォン時代は終わりを迎え、Android端末では海外メーカーに押されています。では、次にどうするか。そう考えると、現状ではその先の製品がないんですね。この先行きのなさを一刻も早く解消し、優秀なエンジニアたちの技術力が活かせる製品を探り当てることが、今のシャープにとって急務といえるでしょう。


  シャープを取り巻く現状で、何か光明を見いだせることは？


  津田：ひとつ期待できることがあります。今年5月11日に中国の英字新聞「China Daily」が報じたところによると、鴻海の郭会長は、アップルが開発中の高精細の液晶付きスマートテレビ「iTV」の生産に向け、準備を進めていると発言したというんですね。[*30] これが本当だったとしたら、鴻海がシャープと組んでiTVの生産を行うというシナリオも考えられます。


  自社ブランドではなく、他社から請け負った製品を作るつまり「OEM」と呼ばれるやり方ですね。


  津田：はい。実はシャープは以前、まさにアップル製品のOEMを行っていたことがあります。1993年にアップルが売り出した「Newton」という世界初の個人用携帯情報端末、その生産を行っていたんです。また、他社向けにブルーレイディスクレコーダーをOEM生産したこともあります。仮にiTVのOEM生産を受託して会社が潤うのであれば、今のシャープにとってはいい話ではないでしょうか。ただ、OEM専業になるとしたら、それはシャープが実質的に、他社の下請けになるということです。その時、シャープが今まで築き上げてきたプライドはどうなるだろうか、と。加えて、OEMばかりやっている日本の電機メーカーは、最終的には受託先に吸収合併されて終わりがちだという「OEM頼り＝メーカー末期説」も無視できません。最近の例で言えば2009年12月、パナソニックに吸収合併された三洋電機。[*31] あそこも最後はフィーチャーフォンやデジカメなどのOEMばかりやっていました。


  OEMで一時しのぎができたとしても、それが最終的に自分の首を絞めることにつながってしまうとしたら、本末転倒ですよね。何かシャープだけが持っている切り札で起死回生を図ることはできないでしょうか？


  津田：現在シャープだけが持っている切り札といえば、「IGZOディスプレイ」でしょうね。シャープではインジウム（In）、ガリウム（Ga）、亜鉛(Zn)から構成される酸化物半導体「IGZO」による液晶パネルの開発に2002年から着手し、この2012年4月、世界で初めて本格的な生産を開始しました。[*32] IGZOディスプレイは高精細で消費電力が低く、タッチパネルの高性能化が図れます。つまり、モバイル機器が今まで抱えていた問題に対するソリューションとなりうる液晶技術なのです。次世代iPadやAndroid端末への採用を働きかければ、新たな可能性も見えてくるでしょう。実際少し前、アップルが開発中のiPad MiniにIGZOディスプレイが採用されるらしいとの噂が米国メディアを騒がせたばかりです。[*33] 液晶技術としては画期的なIGZOディスプレイも、一般ユーザーにしてみれば、「ふ〜ん、画面がきれいになったね」くらいのインパクトしかないかもしれません。ただ、一度高精細に慣れてしまうと、なかなか引き返せないのも事実です。iPhone4が出た時、「Retinaディスプレイ」と呼ばれる高精細の液晶が採用され、画面解像度が4倍にもなったじゃないですか。ああいう液晶に慣れてしまうと、それまで普通に使っていた液晶をみんなが汚いと感じるようになります。そして新たな技術がデフォルトになっていくのです。IGZOディスプレイが液晶のデフォルトになっていく可能性も十分にあるでしょう。けれど、未来はどうなるかわかりません。世界規模で博打が打てるような新技術を次々と生み出していくためにも、シャープは研究と設備に思いきった投資をしていく必要があるでしょうね。


  技術を生み出すのは「人」です。今回の一件で、シャープを支えている人材が流出するおそれはないのでしょうか？


  津田：これについては面白い話があります。会社が傾き、おかしな方向に進んでいくと、普通はできる人から会社を去っていくと言われますよね。だから優秀な人材を逃さないようにするためにも、企業の買収に際しては、なるべく早めに囲い込みをかけるのが定石とされています。しかし日本の大企業では、どちらかというとできる人が会社に残る傾向があるんですよ。シャープもその例外ではないでしょう。最後まで残った優秀な人材に、できるだけ多くの裁量を与え、新たなチャレンジが行いやすい環境を整えていく。それがこの9月15日にちょうど100周年を迎える [*34] シャープの起死回生に向けた大きなカギとなるのではないでしょうか。


  



  [*1] http://www.sharp.co.jp/corporate/ir/event/press/1303_41_04.html


  [*2] http://ezaurus.com/


  [*3] http://www.sharp.co.jp/corporate/info/history/h_company/1993/index.html


  [*4] http://business.nikkeibp.co.jp/article/person/20090529/196158/?rt=nocnt


  [*5] http://www.toyokeizai.net/business/strategy/detail/AC/3e8277e8da8eba964c39a89e08c1e162/


  [*6] http://av.watch.impress.co.jp/docs/news/20111208_496656.html


  [*7] http://diamond.jp/articles/-/17974?page=2


  [*8] http://gendai.ismedia.jp/articles/-/33013?page=2


  [*9] http://www.apple.com/jp/pr/library/2012/07/24Apple-Reports-Third-Quarter-Results.html


  [*10] より正確に言うと、iPhoneの生産を実際に請け負っているのは鴻海の子会社「Foxconn（フォックスコン）」である。


  [*11] http://www.nikkei.com/article/DGXNASDD270QL_X20C12A3MM8000/


  [*12] http://www.sankeibiz.jp/business/news/120327/bsb1203272136010-n2.htm


  [*13] http://business.nikkeibp.co.jp/article/topics/20120614/233330/


  [*14] http://jp.reuters.com/article/technologyNews/idJPJAPAN-18544320101208


  [*15] http://www.nikkei.com/article/DGXNASGM25026_V20C12A8NNE000/


  [*16] http://wired.jp/2012/06/22/foxconn-ceo-quotes-samsung/


  [*17] http://jp.reuters.com/article/topNews/idJPTYE87N02T20120824


  [*18] http://jp.reuters.com/article/technologyNews/idJPTJE87800120120809


  [*19] http://www.itmedia.co.jp/news/articles/1203/27/news088.html


  [*20] これは2012年3月31日現在の数字。http://www.sharp.co.jp/corporate/ir/stock_bond/stockholder/index.html


  [*21] http://mainichi.jp/select/news/20120816k0000m020064000c.html


  [*22] シャープにつなぎ資金を融資しているみずほコーポレート銀行と三菱東京UFJ銀行も、新たな提携策を早期に策定するよう求めている。


  [*23] http://www.nikkei.com/article/DGXNASDD17011_X10C12A8MM0000/?dg=1


  [*24] http://av.watch.impress.co.jp/docs/news/20120427_530005.html


  [*25] http://www.nikkeibp.co.jp/article/column/20120409/305046/


  [*26] http://www.nikkeibp.co.jp/article/column/20120409/305046/


  [*27] http://jp.reuters.com/article/JPauto/idJPTYE87N02H20120824


  [*28] http://www.sankeibiz.jp/business/news/120816/bsb1208161114000-n1.htm


  [*29] http://www.sponichi.co.jp/society/news/2012/08/18/kiji/K20120818003928340.html


  [*30] http://usa.chinadaily.com.cn/epaper/2012-05/11/content_15267666.htm


  [*31] http://panasonic.co.jp/sanyo/


  [*32] http://www.sharp.co.jp/corporate/report/igzo/index.html


  http://www.itmedia.co.jp/mobile/articles/1206/01/news119.html


  [*33] http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20120704-00000005-inet-mobi


  [*34] http://www.sharp.co.jp/100th/history/


  ネットメディアを作ろう 《第5回》

  


  「政策にフォーカスした政治のネットメディア」とはどのようなものなのか。また、それを一から立ち上げ、マネタイズしていくまでの長い道のりを、リアルタイムにレポートしていきます。〔不定期配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。



  データジャーナリズムが切り開くジャーナリズムの未来《第2回》

  


  日本ではそれほど馴染みがないかもしれませんが、海外では「データジャーナリズム」という新しいジャーナリズムのかたちが広まりつつあります。さまざまなデータをマッシュアップし、よりわかりやすく魅力的に可視化するデータジャーナリズムは、これからのジャーナリズムを考えるうえで欠かせないものになっていくでしょう。このコーナーでは、そのデータジャーナリズムの話題や重要な動きなどを不定期で紹介していきます。〔不定期配信〕


  組織や媒体の枠を超えて日本のジャーナリストの裾野を広げ、レベルを高めることを目標に掲げる日本ジャーナリスト教育センター（JCEJ）[*1] が、2012年3月3日、「ジャーナリスト・エデュケーション・フォーラム2012」[*2] というフォーラムを開催しました。本連載の第1回目では、駿河台大学経済学部専任講師の八田真行さんが同フォーラムで行った講演の内容を掲載しました。[*3] 今回は、そのフォーラムの「データジャーナリズム」セッションに登壇した早稲田大学政治経済学術院ジャーナリズム・コース准教授の田中幹人さんの講演のもようを再編集してお届けします。


  データジャーナリズム以前から、データを重視したジャーナリズムのかたちとして、「コンピュータ援用報道」というものがありました。田中さんの講演では、コンピュータ援用報道とはどのようなものか、そして、データジャーナリズムとコンピュータ援用報道はどのように関係し、どのように違うのかということが概説されています。田中さんにはこのコーナーへの掲載にあたり、「データジャーナリズム」というテーマに合わせて講演内容を大幅に加筆修正していただきました。

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。


  メディア／イベントプレイバック

  


  僕が出演した番組やトークイベントなどで、内容が面白かったものをテキストで読みやすく再編集してお届けします。原発・放射線の問題や政治全般、著作権、音楽の話までテーマは多岐にわたる予定です。〔毎号配信〕


  vol.43のゲストは、ジャーナリストの佐々木俊尚さん、作家の岩崎夏海さん、ドワンゴ会長の川上量生さん、ドワンゴ取締役の夏野剛さんです。


  8月21日、ドワンゴがブログやメルマガなどの文字コンテンツを配信するサービス「ブロマガ」をリリースしました。発表会で行われた対談を「マイナビニュース」さんがレポートしてくれたのですが、それがコンテンツ業界の行く末を占う読み物としてとても面白い。そこで今回は、特別に許可をいただいて記事を転載します。

  


  ◆コンテンツとプラットフォームの未来niconico「ブロマガ」発表会
（2012年8月21日 「niconico新サービス『ブロマガ』発表会 in ニコファーレ」）


  出演：佐々木俊尚（ジャーナリスト）、岩崎夏海（作家）、川上量生（ドワンゴ会長）、夏野剛（ドワンゴ取締役）、津田大介


  マイナビニュースより転載

  http://news.mynavi.jp/articles/2012/08/23/niconicobromaga/index.html

  ※注は当編集部による


  



  ドワンゴはniconicoの「ニコニコチャンネル」[*1] 内で、新サービス「ブロマガ」[*2] を8月21日よりスタートし、同日に六本木・ニコファーレ [*3] にて発表会を開催した。「ニコニコチャンネル」は、企業や団体が動画や生放送を配信を行うことを目的に2008年からスタートしたプロモーション・プラットフォーム。「ブロマガ」は、このニコニコチャンネルから記事の配信を可能にする新サービスだ。記事コンテンツごとに無料、または有料を選択することができ、有料の場合は月額課金か都度課金かをさらに選ぶことができる。記事コンテンツはブログ形式で配信できるほか、メルマガやePUB形式でのダウンロードにも対応する。課金額は書き手が設定し、そこからシステム利用料14％を引いた残額を書き手70％、ドワンゴ30％で分配する。


  「ブロマガ」は有料メルマガサービスとしては後発だが、登録会員数2,808万人を誇る集客力と、メルマガ・ブログ・ePUBという3つの形式に対応した柔軟性、さらに動画や生放送といったリッチコンテンツを利用できる付加価値を武器に追い上げを狙う。


  気になる執筆者の顔ぶれは、ジャーナリスト・津田大介氏や佐々木俊尚氏 [*4] 、収監中のホリエモンこと堀江貴文氏 [*5] 、政治家・小沢一郎氏 [*6] 、アニメ監督・押井守 [*7] 氏、GACKT [*8] 、デヴィ夫人 [*9] 、コスプレイヤーのうしじまいい肉氏 [*10] 、『もしドラ』作者・岩崎夏海氏 [*11] など全76チャンネル。このほかにもネットで何かと話題に上る面々がそろっており、統一感はゼロだがインパクトは抜群である。将来的にはニコニコ動画の著名ユーザーを始めとする一般ユーザーも配信者として参加できるようになるという。


  同日に開催された記者発表会には、ドワンゴ会長の川上氏 [*12] 、同社取締役・夏野氏 [*13] に加え、津田大介氏、佐々木俊尚氏、岩崎夏海氏も登壇。「コンテンツとプラットフォームの未来」をテーマにトークセッションを行った。非常に興味深い内容だったので、ここに全文を書き起こすことにする。


  津田：ブロマガというネーミングがまずありなのかという話もありますが（笑）、なぜ動画サービスであるniconicoがあえて文字コンテンツが重要だと考えているのか。まずは立ち上げた狙いについて川上会長に語っていただきたいのですが。


  川上：ネットにおいてゲーム以外のコンテンツで有料課金が成功しているのが、ネットが始まって以来まったく進化していない、メルマガというメディア。ここを起点に新サービスを作れるんじゃないかという試みです。


  津田：有料メルマガがいけるんじゃないって（考えたのは）いつぐらいから？


  川上：津田さんから何度も（有料メルマガいいですよっていう）話を聞いているうちに（笑）。


  津田：堀江さんが（有料）メルマガをやったことでパラダイムが変わったなと。一昨年から去年にかけて一気に市場ができました。


  川上：今まで有料コンテンツっていうと、ネットで埋もれてしまう問題がありました。ところがツイッターとの連携によって、それを失わない形で有料コンテンツを出せるフォーマットが作れたんです。


  津田：岩崎さんはブロマガを始めるに至って、はてなに見切りをつけたのですか？


  岩崎：そうです。僕がはてなに後ろ足で砂をかけてお別れする記念日ということで。


  津田：岩崎さんは、はてなに対して罵倒しながらも愛があるという印象でしたが、臨界点を超えたのですか？


  岩崎：かなり前から超えていましたね。はてながはてなブログをやると発表したときに、某K氏からメールがあって、『はてなブログで書きませんか』と。超売れっ子のベストセラー作家にですよ、ただで書けと。じゃあ書いてもいいけど、今までの因縁があるからお話しましょうと返したんですよ。そしたらなんの話をするんですかと（返事がきた）。それで頭にきて、これをこの場で言おうと思って今まで黙ってました。今朝、はてなをプライベートモードに凍結してきました。[*14] 僕は近藤さんとダンコガイ（※ブロガー小飼弾氏）[*15] には一生disっていい権利を獲得してるんで、それを生かしつつニコニコでやっていきたいですね。


  津田：岩崎さんは発表する場としての、ブログの延長上としてブロマガをとらえている？


  岩崎：ブログは自分の意見を発信する場としてとらえていたんだけど、有料となるとパラダイムが変わります。僕ははてなでは暴れん坊で、ハックルさんというキャラクターができたんだけど、あれはブログというプラットフォームがあったからこそ生まれたもの。ブロマガになると、また新しいキャラクターが生まれるんじゃないかな。最近ツイッターを始めたんですけど、また新しいキャラが生まれています。最近、はるかぜちゃん [*16] に絡んでるんですが、あまりはるかぜちゃんオタからは絡まれなくて。なかなかツイッターだとはてなみたいなギスギスした感じにならなくて、もうちょっとギスギスしてもいいのになと。


  津田：岩崎さんと話すと、ちゃんと話してくれるモードになりますよね。


  岩崎：意外と良い人になっちゃうっていうね（笑）。気が弱いところがありますから。


  川上：はてなとツイッターと現実の岩崎さんと、同一人物に見えないですね（笑）。


  津田：ネットコンテンツは無料ばかりで有料は成立しにくいというのがずっと言われていました。佐々木さんは有料メルマガの先駆者の一人ですが、無料なら読むけどお金は出さないというネットの意識は変化してきていると感じていますか？


  佐々木：難しい質問ですね。そもそもなぜメルマガをやっているかというと、ほかに課金モデルがなかったからというだけ。（メルマガは）97年くらいからある古臭いビジネスモデルで、こんなものに頼るつもりはなかったけど。将来的に目指すべきは、コンテンツのサブスクリプション（定期購読）モデルですね。英語圏であればキンドルやAppStoreのサブスクリプションがあって、実はあっちのほうが洗練されている。リッチコンテンツが可能で、テキストだけじゃなく動画や音楽も同時に配信できますから。意外と大事なのは、メルマガと違って取りこぼしがないこと。ぼくはメルマガの8割くらいを自前配信でやっているのですが、すると『届きません』というメールがたくさん届くんです。調べてみると、迷惑メールフォルダに入ってたというケースが大半です。メールというテクノロジー自体が古くて、そこに頼るのがおかしい。電子書籍のようなプッシュ配信が理想です。ところが日本ではそうした電子配信の強力なプラットフォームが存在しないので、メルマガに頼っている。つまりこれは、強力な配信プラットフォームが登場していない段階での、過渡的なビジネスモデルであることが明らかなんです。ドワンゴが今回、これ（ブロマガ）を始めたことで進化できるのか。いつまでもメールでやってるのはありえないんじゃないでしょうか。


  川上：メルマガが成功したのは、プラットフォームだったからなんです。サブスクリプションモデルというのは、まさに"プラットフォームを作る"ということだと思います。AppleにしてもAmazonにしてもコンテンツなわけで、これからのネット時代のコンテンツホルダーは、プラットフォームを取りに行かなきゃいけない。でもプラットフォームを独自で作るのは、これはこれで問題がある。ブログというものが登場して誰でも（コンテンツを）作れるようになったのと同じで、プラットフォームを手軽に作れるプラットフォーム、"プラットフォームのプラットフォーム"（を作ること）がみんなが幸せになれる世界なんです。そんなものを僕らは目指している。


  津田：佐々木さんが、コンテンツに対するサブスクリプションのプラットフォームを作るのが大事だと言われましたが、もうひとつ有料メルマガが炙りだした論点って、"コンテンツに払っているのか、人に対して払っているのか"ということです。成功しているのを見ていると、中身がいいというよりも、この人だから払うというファンクラブ的なところがあります。このあたりはどうとらえていますか？


  佐々木：定期購読モデルのいいことは、払っていることを忘れること。iモードの月額課金と同じで、月数百円だと忘れちゃうよねという。ファンコミュニティの概念って重要だと思っていて、ファンコミュニティを作るのは誰かという話になる。ユーザー管理をプラットフォーム側がやるのか、書き手の側に任せるのかは大きい（問題）です。まぐまぐ [*17] とドワンゴは、（購読者の）メールアドレスを書き手に教えません。プラットフォーム側が管理していて、書き手は誰が（メルマガを）とっているのかもわからないわけです。するとプラットフォームの囲い込みになる。これは（プラットフォーム側の）戦略としてはきわめて正しいのですが、書き手としては読者との関係性を完全にプラットフォームに依拠してしまっていいのかという問題があります。ぼくが自前配信しているのはそこを手放したくないから。片方向のコンテンツ配信ではなくて、最終的にはコミュニティ化できないかなと思っています。


  夏野：インターネットは、組織じゃなくて個人でも使えるように（技術コストを）落としてきたのですが、動画、生放送になると逆にコストが上がってきちゃって、マルチコンテンツのプラットフォームを個人ベースで作ろうとすると、ものすごくお金がかかります。今回はそこを代行しようという。


  佐々木：それはありですね。動画・ライブ配信になると個人でやるのは大変だから。


  川上：ユーザー管理をコンテンツホルダーがやるべきというのは大賛成。ニコニコは戦略的に正しいと言われましたが、戦略じゃないんですよ。これは本当の話なんですが、ニコニコはメールアドレスで登録するようになって、2年後に夏野さんがいらっしゃったんですが、その間1千万以上たまったメールアドレスに一回もメールを送ってなかったんです。うちはそういう会社なんです（笑）。


  夏野：僕が下世話なビジネスモデルをつけました（笑）。


  佐々木：だったら書き手の側がメールアドレスを管理できるようにすべきじゃない？


  川上：それは単純に開発してないだけですね（笑）。ほったらかしにされているだけの話です。


  津田：著者側から要望が強くなれば開発されますか？


  川上：というよりも、コンテンツの作り手が直接ファンとコミュニケーションできる方法は作らないとダメだと思っています。


  夏野：メールアドレスをどちらが管理するのかよりも、そこへ情報を出したいときに出せる自由度があればいい。権限があれば実際に管理してなくていいし、そういう意味では（ブロマガは）リストに対して自分の意志でいつでも好きな事を投げられます。


  川上：メールを送るところまではうちの判断でできるんですが、メールアドレスを教えるのはユーザーの許可が必要です。うちとしては囲い込もうという意思はないです。


  津田：購読している人に一斉配信を送る機能があればいい？


  佐々木：結局は乗り換えが可能かですよね。SNSのグラフオープン化問題と同じで、Facebookがすべての人間関係を管理していてほかに移行できない問題が、有料課金プラットフォームの世界でもやってきています。次のフェーズとしては、おそらくこの秋にキンドルがきて定期課金モデルも始まる。するとドワンゴやまぐまぐとの争いが始まる。どうやって（キンドルに）勝つかというと、日本側として先行者メリットとしてキンドルがこないうちに書き手を囲い込みたいという気持ちはあるでしょう。しかし今、料率が日本は高い。まぐまぐは50％です。ありえない。AppStoreやキンドルは30％。30％がグローバルスタンダードです。ブロマガはいくらでしたっけ？


  佐々木：……30％か。あとはどっちのほうが使いやすいのか。キンドルだったら書籍単体でパブリッシュする仕組みが簡単にできる。ブロマガだと作成ツールが使いにくいです。そういうインターフェースの勝負が始まります。


  岩崎：コンテンツを持っている人と、それを送り込む人は分かれていた方がいいと思っています。芸能人って、そういうのタッチしていないよという見え方のほうが、ファンがついてくるんですよね。ポーズでも、プロデューサーの陰が見え隠れしているくらいのほうがいいんですよ、ファンにとっては。結果的にコンテンツを提供する人の利益になります。


  佐々木：それマスモデルですよね？


  岩崎：いや、小さなモデルでも不思議とそうなんです。


  津田：岩崎さんは直でファンとつなぐよりは、フィルターが何かしら存在がいたほうがいいと。


  佐々木：でも100人くらいしか購読者がいないとしたら、そこにプロデューサーの陰があるのはおかしいでしょう。


  夏野："そういう仕組みだから有料になっちゃってるんだよねー"と言えるんですよ。有料（コンテンツ）に対して、クリエイターの人ってちょっと引きがあるじゃないですか。"そういう決まりだから"って言える立ち位置がやりやすい。


  佐々木：それは無料で発信する素人と、有料でマス向けに儲ける境があった時代の考え方ですよ。100人、200人を相手に儲けていく、あるいはミュージシャンでも1000人、2000人しかファンがいなくて、でもそこに月1000円払ってくれれば食えるという状況では、自前主義が出てこざるを得ないです。


  津田：損益分岐点が変わってくるという話でもありますね。小規模の場合では、あえて本人そのものも"苦しいんだけどやってるんですよ"っていうのが、親近感をもたらす場合もあります。


  岩崎：僕の場合、コンテンツを面白くする方に考えたいのですが、そのときは間にエージェントが立っていてくれた方が結果的にコンテンツが面白くなるんです。


  津田：もうひとつの論点でいうと、エージェントがどれくらいとっていくかですよね。50％とかとられたらやっていけない。川上さん、ドワンゴは手数料で儲けるビジネスは考えていないんですか？


  川上：夏野さんの前で言い難いですけどね（笑）。


  夏野：考えてないです（笑）。


  津田：ではブロマガを始めることでどういう狙いが？


  川上：もともと"ネットはフリー"という考え方は間違っているとずっと思っているのですが、現状は資本市場から株でお金を集めて無料コンテンツを提供するというのが10年くらい続いています。どこかで正しい方向に揺り戻しがくると思っていて、お金がかかっているものに対してはお金が回収できるモデルができないと行き詰る。そろそろそのタイミングかなと。


  佐々：有料課金の波がグローバルにそろそろやってきていて、日本企業が慌ててとりに走っているという見方もできます。


  川上：というよりも、有料課金のモデルを作ったのって日本ですよ。夏野さんですよ。みんな忘れてますよね（笑）。


  夏野：最初の有料課金を作ったときに参考にしたのは、エロコンテンツだったんですよ。エロコンテンツはみんな月額課金で、それに対してほとんどの企業とクリエイターは都度課金じゃないと嫌だと。しかも月300円までしかダメって上限を抑えたら反発していました。でもやってみたら、3年後にはみんな感謝してるわけですよ。ビジネスモデルの課金の問題は決済額が大きくなって初めて評価されるものなんです。今ちょっともったいないなと思うのは、Androidが課金で大失敗していること。だから今回、もう一回ブロマガっていう形に仕切りなおして、サブスクリプションモデルを主流にしたいなというのがぼくの願いです。


  川上：ITの世界でもプラットフォームを作るのは欧米が強いんですが、課金プラットフォームを作るのは歴史的に見ても日本が強いんですよ。ITで強力な月額課金制度を始めたのはiモードだし、さらにいうとコンテンツの売り方も任天堂が始めたモデルなんですよ。課金モデルは、日本が世界に発信しているんです。コンテンツ課金モデルに関しては海外が未来だと考えないほうがいいです。


  夏野：Facebookの株価がこんなことになっている最大の原因はそこですよね。きちんと収益を稼げないプラットフォームは、ユーザーがいるだけじゃダメというのが主流の考え方になってきた。


  佐々木：LINEのスタンプ課金なんかはお上手だと思いますね。もう少しシンプルに考えると、コンテンツって作る側と読む側の二者しかない。両者の間にいかに付加価値を与えられるかがプラットフォームの仕事です。AppStoreやキンドルストアが30％もとって多いじゃないかって文句いう人もいる。でもあれはなぜ30％かというと、プラットフォームの市場支配力が強いからという理由があるんです。ドワンゴの場合はそこまでの市場支配力がないけど、そこに動画や生放送という付加価値を与えられるのが大きい。そういう意味では新しい市場を形成できる可能性は高い。特にミュージシャンとか動画中心の人にとっては。


  夏野：niconicoの最大の競合対策はもうからないってことですからね（笑）。動画プラットフォームはお金がかかりすぎて。


  津田：ブロマガは（従来のメルマガと）また違ったお客さんをつれてくる可能性がありますよね。


  佐々木：よくメルマガを配信しますよっていってくる会社がいるんだけど、結局宣伝するの俺じゃんっていう。あんたがやってるのメールの配信だけでしょ、なんでそれで30％とか40％とかとるの、と。そうすると、中間業者でしかないものにいくら払うかって難しい問題で、配信のほかにどんな付加価値を与えてくれるのっていうのを問わないといけないんです。


  津田：佐々木さんがブロマガを始めるということは、ドワンゴに関しては中間業者としても可能性を感じている？


  佐々木：いやそれはドワンゴという会社が好きで期待しているからです（笑）。動画や生放送っていう、今までにないコンテンツを付加するのは可能性があるんじゃないかな。


  岩崎：佐々木さんは単なる文章を発信するだけの人間じゃない、と。ぼくも文章を書く人間なんだけど、場を作っていかないと追いつかない。川上さんが言っていたプラットフォームのプラットフォームという考え方はしっくりきます。ぼくは文学シーンを盛り上げていきたいんだけど、話が合う人がつくれない。既存のプラットフォームではできないし、一人で戦っていても孤軍奮闘でプラットフォームになっていかない。そういうのをエンパワーしてくれる場であればいいですね。


  津田：はてなにそれを期待していたのですか？


  岩崎：いや、そこまで気づいてなかったんです。はてなは"はてな村"というのがひとつのプラットフォームで、僕はそこにのっかっていった。はてなとは違う文脈で僕には語りたいことがあります。


  佐々木：岩崎さんが仕事をしている文芸の世界というのは気持ち悪い世界です。老舗の出版社の編集者がぞろぞろ作家を取り巻いて旅行にいってるっていう、あの世界って死に絶えるわけです。そうじゃない文芸をやろうとしている人もいっぱいいて、旧来の文壇的な世界に入り込めないから孤立無援になるわけ。そういう人がどうやって自分の場を作るかは大きなテーマで、みんな苦労しています。


  岩崎：それをやりたいなと思ったんですよ。古いメディアと戦うわけじゃないけど、プラットフォームを作りたいというのは時代の変遷ともマッチしているんじゃないかな。相互発信というか、小さなプラットフォームが共存できる社会がきたと思うので。


  津田：コミュニティ機能でいうと、動画で放送もできて、そのまま『笑笑』が予約できるみたいな機能があって、突発オフみたいな機能までインクルードされてると便利かなと（笑）。川上さんに最後にお聞きしたいのですが、（ブロマガで）新しい著者と読者との関係が実現するといいなという期待は？


  川上：ネット上でファンクラブが作れるようにしたいなというのがありました。みんな情報の発信者に対して近づきたいという欲望があるんです。ネットで限定されたユーザーに対して何かをしたいという人はたくさんいます。そういうプラットフォームになればいいなと。


  夏野：津田さんがブロマガに期待することって？


  津田：やっぱり『笑笑』予約機能がほしいですね（笑）。突発的に何かできるっていうのがいいなって。すごくやりたいのは、文学フリマで自分のDVDとか寄せ集めのコンテンツをCD-Rで売ったりしたんですけど、デジタルコンテンツを売りたいんですよね。たとえば5年前の取材音声がすごい面白くて、テキストに起こすのは面倒だけど、許可とって音声で売りたいなと思ったときに、ファイルを売れる機能がついたら最強だなと。


  川上：それはリリース予定に入ってますね。


  ネットの有名人をごっそりと取り込み、新たに有料メルマガ市場に参入したniconico。果たして今後、川上氏が言う"プラットフォームのプラットフォーム"として確固たる地位を築けるのか、各界から注目が集まっている。


  



  [*1] http://ch.nicovideo.jp/


  [*2] http://ch.nicovideo.jp/channel/blo-maga


  [*3] http://nicofarre.jp/[*4] https://twitter.com/sasakitoshinao


  [*5] https://twitter.com/takapon_jp


  [*6] https://twitter.com/ozawa_jimusho


  [*7] http://www.oshiimamoru.com/


  [*8] https://twitter.com/GACKT


  [*9] http://ameblo.jp/dewisukarno/


  [*10] https://twitter.com/PredatorRat


  [*11] https://twitter.com/huckleberry2008


  [*12] https://twitter.com/kawango38


  [*13] https://twitter.com/tnatsu


  [*14] http://d.hatena.ne.jp/aureliano/


  [*15] https://twitter.com/dankogai


  [*16] https://twitter.com/harukazechan


  [*17] http://www.mag2.com/


  今週の原発情報クリッピング〔8月6日〜8月19日〕

  


  ここ1週間で話題になった原発・放射線に関するニュースの中から、特に注目すべき、読んでおきたいニュースを、アシスタントの小嶋裕一（@mutevox）が紹介します（※ニュースのリンクはリンク先の都合によりリンク切れになっていることがあります）。〔毎号配信〕

  


  ◆東電テレビ会議映像 枝野経産相、公開制限を批判（毎日新聞／8月7日）

  http://mainichi.jp/select/news/20120808k0000m040060000c.html


  ◆東電テレビ会議 「全面公開すべきだ」新潟知事も批判（毎日新聞／8月8日）

  http://mainichi.jp/select/news/20120809k0000m010049000c.html


  ◆東京都、東電に映像公開の徹底要求 「情報公開不十分」（朝日新聞／8月8日）

  http://www.asahi.com/national/update/0808/TKY201208080478.html



  東京電力が8月6日に公開した福島第一原発事故発生直後の社内テレビ会議の映像について、関係閣僚や自治体、報道関係者から、公開が制限されているとして批判が相次いでいる。8月7日、枝野幸男経済産業相は閣議後の記者会見で、東電が「社内文書」であることを理由に公開範囲を限定していることについて「社内資料だから公共物にならないという論理はおかしい。社内文書でも公共物であることはあり得る」と批判した。これを受けて、松本純一原子力・立地本部長代理は同日の記者会見で「今のところ公開の方式を見直す予定はない。テレビ会議の映像が公共財かは判断しかねる」と反論した。


  8月8日には、新潟県の泉田裕彦知事が「全面公開すべきだ。（一部公開は）疑念を呼ぶ。マイナス以外の何物でもない」と批判。さらに泉田知事は、東電柏崎刈羽原発の安全管理について議論する県の「新潟県原子力発電所の安全管理に関する技術委員会」で、福島第一原発事故の検証を行っていることから、全面公開を要請する可能性もあると述べた。また同日、東電の筆頭株主である東京都は、情報公開の徹底を求める要請文を東電に提出した。東京都は「公開対象が150時間部分のみで、閲覧が報道関係者に限定されていることなど十分な情報公開とは言えない」として、真相究明や責任の所在を明確にするため国民に広く公開すべきだとしている。


  参考サイト：


  ・枝野経済産業大臣の閣議後大臣記者会見の概要 - 経済産業省

  http://www.meti.go.jp/speeches/data_ed/ed120807j.html


  ・新潟県知事記者会見 インターネット中継 - 8月8日分

  http://www.pr-niigata-pref.stream.jfit.co.jp/vod_play.php?CNTID=3145


  



  ◆2030年にこだわらず＝将来の原発依存度−枝野経産相（時事通信／8月9日）

  http://www.jiji.com/jc/zc?k=201208/2012080900911


  ◆経済界の反発、意に介さず＝エネルギー政策で−枝野経産相（時事通信／8月10日）

  http://www.jiji.com/jc/zc?k=201208/2012081000453


  ◆原発依存度、国会会期末までに民主が方向性（読売新聞／8月13日）

  http://www.yomiuri.co.jp/politics/news/20120812-OYT1T00524.htm


  8月9日、枝野幸男経済産業相はインターネットの対談番組に出演し、政府が今夏とりまとめる「エネルギー・環境政策に関する選択肢」の中で原発依存度を0％、15％、20〜25％とする3つの選択肢について、「2030年で線を引くと決めているわけではない」と述べた。枝野経産相は番組出演後の記者会見でも、「30年を軸に議論してきたが、絶対にそれにこだわるということではない」とした。


  翌8月10日、枝野経産相は閣議後の記者会見で、経団連が原発依存度を0％とする選択肢を批判していることについて、「経済界の幹部は既存のシステムの中で成功を収めており、消極的なのは当然だ」と述べた。その上で、「抜本的にシステムを変える改革は、そうした意見を乗り越えなければ進まない」として、脱原発の方向性は変わらないとの考えを示した。


  民主党は中長期的なエネルギー・環境政策について、党内にエネルギー・環境調査会を設置し、今国会会期末の9月8日までに原発依存度の選択肢に関する方向性を示す方針を固めた。調査会長に前原誠司政調会長、事務総長に仙谷由人政調会長代行、顧問に菅直人前首相が就任する見通し。


  参考サイト：


  ・田原総一朗 談論爆発！ ゲスト：枝野幸男 経済産業大臣 - ニコニコ生放送

  http://live.nicovideo.jp/watch/lv102746394


  ・「できるだけ早く“原発ゼロ”にしたほうがいい」枝野経済産業大臣が語る - BLOGOS編集部

  http://blogos.com/article/44651/?axis=b:123


  ・枝野経済産業大臣の閣議後大臣記者会見の概要 - 経済産業省

  http://www.meti.go.jp/speeches/data_ed/ed120810j.html


  ・エネルギー・環境政策の選択肢等に関するアンケート結果 - 経済団体連合会

  http://www.keidanren.or.jp/policy/2012/061.pdf


  



  ◆楢葉町、警戒区域解除 検問所、南端から北端に（河北新報／8月10日）

  http://www.kahoku.co.jp/news/2012/08/20120810t61016.htm


  ◆楢葉、準備区域に再編 原発立地町で初（福島民報／8月10日）

  http://www.minpo.jp/news/detail/201208102969


  8月10日午前0時、福島県楢葉町の警戒区域が解除され、避難指示解除準備区域に再編された。避難指示解除準備区域には、ほぼ全町民となる約7600人が住民登録しており、宿泊はできないが、立ち入りは自由で事業活動も可能になる。今後は住民の帰還に向けて、除染やインフラ整備を進める。楢葉町は同日から避難先と町を結ぶ送迎バスの試験運用を開始し、お年寄りや車を持たない人の利便性を確保。10月からは本格運用に移行する。


  参考サイト：


  ・楢葉町等における避難指示区域及び警戒区域の見直しについて - 経済産業省

  http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/20120731_01.html


  ・楢葉町立入りのしおり - 楢葉町

  http://www.naraha.net/?p=1572


  



  ◆「驚くほど損傷少ない」 女川原発のIAEA調査（産経新聞／8月10日）

  http://sankei.jp.msn.com/science/news/120810/scn12081018500003-n1.htm


  8月10日、国際原子力機関（IAEA）の調査団は、東北電力女川原発で行った耐震安全性や津波の影響に関する現地調査について、「安全システムが健全に機能し（主要設備に）目立った損傷はなかった」とする報告書をまとめ、経済産業省に提出した。都内で記者会見を開いた調査団長のスジット・サマダーIAEA国際耐震安全センター長は、地震の揺れによる女川原発への影響について「小さなダメージはあったが、構造物は驚くほど影響を受けていない。（設備の）設計時に十分な余裕度があったことを示している」と述べた。津波による影響については「（浸水は）限られた範囲だったのに、機器が損傷した。地震に比べ津波の影響は大きい」とした。その上で、「地震より津波の影響が大きかったが、三つの原子炉建屋も安全システムもすべて健全に機能した」とした上で、女川原発で得たデータを世界中の原発の安全性向上に役立てたいと話した。この調査と再稼働との関連性については「地震や津波の影響を知る調査であり、再稼働できるかどうか審査するためではない」と否定した。調査は7月30日から8月9日にかけて行われ、加盟国の原子力規制関係者ら19人が施設の主要設備などを目視で点検し、所員ら約50人から震災時の運転状況などの聞き取りを行った。


  参考サイト：


  ・IAEA Expert Team Concludes Mission to Onagawa NPP

  http://www.iaea.org/newscenter/pressreleases/2012/prn201220.html


  



  ◆核燃料、「直接処分」研究＝13年度予算で初の経費要求−政策見直しに備え・経産省（時事通信／8月13日）

  http://www.jiji.com/jc/zc?k=201208/2012081300805


  8月13日、経済産業省が来年度予算の概算要求で、原発の使用済み核燃料を地中深く埋める「直接処分」の研究費を盛り込む方向で検討に入ったことがわかった。直接処分の研究費が予算要求に組み込まれるのはこれが初めて。政府はこれまで、使用済み核燃料をすべて再処理して再利用する「全量再処理」路線で「核燃料サイクル政策」を推進してきた。しかし、政府のエネルギー政策見直しで、これまで行っていなかった直接処分が採用される可能性が高まったことから、海外での直接処理の事例調査や、埋設地の選定方法、地中埋設の安全性などについて研究を行う。


  



  ◆原発意見公募に8万件超 比率3選択肢、専門家会合で検証へ（産経新聞／8月13日）

  http://www.sankeibiz.jp/compliance/news/120814/cpd1208140501001-n1.htm


  ◆エネルギー政策への意見8万件超 専門家会合で分析へ（朝日新聞／8月13日）

  http://www.asahi.com/politics/update/0813/TKY201208130189.html


  ◆将来の原発比率、0％案支持が大半…意見公募（読売新聞／8月17日）

  http://www.yomiuri.co.jp/atmoney/news/20120817-OYT1T01228.htm


  内閣府国家戦略室は8月15日、政府が示した2030年時点での原発比率の選択肢へのパブリックコメント（意見公募）に8万9124件の意見が寄せられたことを明らかにした。政府が示した2030年時点での全電力量に占める原発比率を0％、15％、20〜25％とする3つの選択肢について、それぞれの選択肢の支持率や意見内容を公表する。


  8月17日、エネルギー・環境会議はパブリックコメントで寄せられた意見のうち約1万件を国家戦略室のウェブサイトで公開した。意見内容は原則として先着順に公開されており、個人情報などに配慮して加工されているが、国民から寄せられた意見をそのまま掲載している。残りの意見も順次公表される予定。3つの選択肢の支持率は集計されていないが、すでに公表されている意見内容の多くは0％を支持している。今後は、世論調査に詳しい大学教授やマスコミ関係者らによる専門家会合から助言を受けつつ、パブリックコメントや全国11都市で開催された意見聴取会、討論型世論調査で得られた意見の分析作業を進める。


  参考サイト：


  ・エネルギー・環境の選択肢に関する意見聴取会

  http://kokumingiron.jp/


  ・エネルギー・環境会議 - 国民的議論の中でいただいたご意見等 - 内閣官房 国家戦略室

  http://www.npu.go.jp/policy/policy09/archive11.html


  



  ◆東電線量計遮蔽：再発防止策を保安院に提出（毎日新聞／8月13日）

  http://mainichi.jp/select/news/20120814k0000m040051000c.html


  ◆被曝隠し、抜き打ち検査へ 東電、現場で線量計を確認（朝日新聞／8月14日）

  http://www.asahi.com/business/update/0813/TKY201208130531.html


  東京電力福島第一原発の収束作業で作業員の警報付き線量計（APD）に鉛カバーをつけて被曝隠しが行われた問題で、東電は8月13日、線量計装着の抜き打ち検査や線量計が確認できるよう胸の部分を透明にした作業服に切り替えるなどの再発防止策を盛り込んだ報告書を経済産業省原子力安全・保安院に提出した。また、東電は作業員の証言をもとに鉛カバーを試作し、実際に作業した現場でAPDを覆う実験を行った結果、鉛カバーによる被曝線量の遮蔽効果を3割程度と報告した。


  参考サイト：


  ・福島第一原子力発電所における下請企業従業員における警報付ポケット線量計（APD）不正使用に関する経済産業省原子力安全・保安院への報告について - 東京電力

  http://www.tepco.co.jp/cc/press/2012/1211798_1834.html


  ・東京電力株式会社福島第一原子力発電所下請け従業員の警報付きポケット線量計（APD）不正使用に係る放射線管理の報告書を受理しました - 経済産業省原子力安全・保安院

  http://www.meti.go.jp/press/2012/08/20120813005/20120813005.html


  



  ◆福島原発の東電社員、4割に心の変調 事故後の中傷で（朝日新聞／8月14日）

  http://www.asahi.com/national/update/0815/OSK201208140241.html


  東京電力福島第一原発と第二原発で働く東京電力の社員の12.8％が、原発事故を巡って差別や中傷を受けたことがあり、その経験が大きなストレスに繋がっていることが、防衛医科大学校病院精神科と愛知大学大学院医学系研究科の共同研究グループの調査でわかった。昨年5月から6月にかけて、福島第一原発と第二原発で産業医をしている愛媛大学大学院の谷川武教授と防衛医科大学校の重村淳講師らのグループが、福島第一、第二原発で働く東京電力の全社員1760人を対象に、心の健康に関する簡易測定と被災体験に関するアンケート調査を行い、全体の85％に当たる1495人から回答を得た。その結果、12.8％（191人）が、言葉による嫌がらせや暴力、アパートの入居拒否、子どもへのいじめなどの差別・中傷を受けた経験があることがわかった。こうした差別・中傷を受けた人は、受けていない人に比べて、心的外傷後ストレス反応（PTSR）が2倍以上高かった。研究グループは「社員らの心の健康が維持されないと、復旧業務も進まない。心理的苦悩を軽減するため、社会的支援としてねぎらいを送り続けることが望まれる」と指摘している。


  参考サイト：


  ・福島第一原発事故後の作業員の苦悩を検証 防衛医大 - あなたの健康百科 by メディカルトリビューン

  http://kenko100.jp/news/2012/08/20/01


  ・Psychological Distress in Workers at the Fukushima Nuclear Power Plants - The Journal of the American Medical Association

  http://jama.jamanetwork.com/article.aspx?articleid=1346166


  



  ◆森林除染の方針案、環境相が見直す意向 関係団体の意見反映へ（福島民報／8月16日）

  http://www.minpo.jp/news/detail/201208163084


  8月15日、福島県と県町村会は東京電力福島第一原発事故によって放射性物質に汚染された森林の除染を積極的に進めるよう求める要望書を細野豪志環境相に提出した。除染の方向性を決める環境省の環境回復検討会では、森林除染に関する中間とりまとめに向けて、「生活圏優先」との理由から「森林全体の除染は必要性が乏しい」とする方針を示したことで、地元から強い不満の声が上がっていた。要望書では、森林除染に関する中間とりまとめに県や市町村、地域の関係団体の意見を十分に反映することや、林野庁が発表した森林の放射性物質除去に関する技術的指針を「除染ガイドライン」に組み込むことなどを要求している。細野環境相は「（要望を踏まえ方針に）加えられる部分は加え、県民に納得してもらえるものを出すよう準備したい」と方針案を見直す考えを示した。


  参考サイト：


  ・原子力発電所事故による放射性物質対策 環境回復検討会（第5回） 環境省

  http://www.env.go.jp/jishin/rmp/conf/05.html


  ・森林における放射性物質の除去及び拡散抑制等に関する技術的な指針 - 林野庁

  http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/kenho/pdf/120427-02.pdf


  



  ◆中間貯蔵施設：福島の12候補地…政府、現地調査を提案（毎日新聞／8月19日）

  http://mainichi.jp/select/news/20120820k0000m010054000c.html


  ◆中間貯蔵施設：大熊に9カ所、困惑…候補地提示（毎日新聞／8月19日）

  http://mainichi.jp/select/news/20120820k0000m010069000c.html


  ◆調査受け入れに慎重姿勢＝候補地の3町長−福島（時事通信／8月19日）

  http://www.jiji.com/jc/c?g=soc_30&k=2012081900153


  政府と福島県、同県双葉郡8町村は8月19日、東京電力福島第一原発事故に関する意見交換会を開いた。政府は除染作業で出た汚染土壌を保管する中間貯蔵施設について、大熊町に9か所、双葉町に2か所、楢葉町に1か所の計12か所を候補地として示し、設置に向けた現地調査の実施を提案した。候補地はいずれも3町を縦断する国道6号線の東側。県と8町村は回答を保留した。


  9か所の候補地を示された大熊町の渡辺利綱町長は会合後、「まだ白紙の状態」と強調しながらも、「中間貯蔵は避けて通れない。門前払いではまずいんで、調査を否定的に考える必要はないのかなと思う」と調査自体は容認する発言をした。しかし、住民からの反発があるとして「（国に）時間をかけて説明責任を果たしてほしい」とした。2か所を示された双葉町の井戸川克隆町長は、「とんでもない話」とする一方で、「必要性や安全性の説明」を前提に協議を行う考えを示した。また、楢葉町の松本幸英町長は「（町内で発生した廃棄物だけを保管するという）町の考え方と開きがある」と述べた。


  参考サイト：


  ・除染、廃棄物処理及び中間貯蔵施設に関する調査について - 環境省

  http://josen.env.go.jp/material/download/pdf/120819_01.pdf


  津田大介のデジタル日記〔8月6日〜8月19日〕

  


  ツイッターでは書ききれない、いろいろな日常の記録やその時感じた思いをこちらに書いていきます。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。



  140字で答えるQ&A

  


  読者の方からのあらゆる質問に、できるだけ140字以内で答えていきます。質問は 140qa@neo-logue.com までどうぞ。質問の受付は、一号につきお一人様一問まで（400字内）とさせていただきます。受付は毎週木曜正午締めです。なお、すべての質問に回答できるとは限りませんので、あらかじめご了承ください。いただいた質問は書籍やウェブサイトなどで二次利用させていただく可能性があります。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。



  メディア・イベント出演、掲載予定〔8月23日〜9月23日〕

  


  この先のメディア・イベント出演、掲載予定です。★は今号から掲載された新規情報です。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。



  MIAUからのお知らせ

  


  僕が代表理事を務めるインターネットユーザー協会（MIAU）から、最新情報をお伝えします。〔毎号配信〕

  


  ◆ 議員勉強会「ACTAがデジタル社会に与える影響」を開催しました


  こんにちは。メルマガスタッフでMIAU事務局長の香月です。なんと8月28日（火）に国会議員会館で議員向けの勉強会を行いました。テーマはACTA。国会周辺でもACTAについての動きがモゾモゾと動き出し、議員さんの方から「勉強会をやってくれないか」ということで急遽企画することになりました。1時間の中でACTAのこれまでの動きや海外の動向、そしてACTAがデジタル社会に与える影響を話し、講演後は議員の方々と質疑応答、意見交換を行いました。


  この模様はニコニコ生放送、Ustreamのアーカイブで映像を見ることができます。


  [Ustream]

  http://www.ustream.tv/recorded/25012545


  [ニコニコ生放送]

  http://live.nicovideo.jp/watch/lv105742229


  講演に使った資料は下記URLで閲覧可能です。


  [津田大介講演資料]

  http://www.slideshare.net/MIAUJP/20120828-acta


  [八田真行講演資料]

  http://www.slideshare.net/MIAUJP/20120828-acta-hatta


  というわけで今週のMIAUコーナーはここまでです。すみません。実は最近このコーナー用に取材をやりまして、現在そのまとめをやっております。本当はちょい出ししようかと思っていたのですが、範囲が膨大でそれも難しいと判断しました。ちなみにその取材のテーマは「Tカード問題は結局何が問題なのか」です。法学者の鈴木正朝先生にがっつりお話を聞いてきました。お話を伺う中でコトの重大性に僕は恐れおののいたのでした……。


  というわけで次回のこのコーナーをお楽しみに！


  速水健朗の「本を読まない津田に成り代わってブックレビュー」《第26回》

  


  あまり本を読まない僕の代わりに、本好きで知られる編集者／ライターの速水健朗さん（@gotanda6）がおすすめの本を紹介する書評コーナーです。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。



  @sammy_sammyの週刊有料メルマガレビュー《第21回》

  


  僕の高校時代からの友だちで、ツイッターで有料メルマガのレビューを行っている@sammy_sammy。彼が購読中の有料メルマガの中から、面白かったものを毎週取り上げ、その内容をレビューします。購読する有料メルマガは随時増やしていく予定です。〔毎号配信〕

  


  【8月6日〜8月19日の注目メルマガ（内容ピックアップ）】


  ◆内田樹のメールマガジン「大人の条件」／第2・第3・第4月曜日／525円

  http://yakan-hiko.com/uchida.html


  神戸女学院大学文学部名誉教授・内田樹氏によるメルマガ。8月13日に配信されたVol.025には、「『赦し』について考える」というコラムが掲載されている。犯罪などにおける「赦し」はどのタイミングに介在するべきなのか。それは「裁き」の後であると内田氏は説明する。正義の執行が果たされるとき、原則として加害者が個体認識されることはない。しかし、実際には「泥棒にも三分の理」という考え方が存在する。加害者が罪を犯すに至った事情を考慮すると、加害者も実は被害者ということになりがちなのだが、そうなったら、正義は成り立たない。だから、まずは「裁き」があり、その後に「赦し」があるべきというのだ。以上は、コラムの一部の要約だが、「赦し」だけが独立した存在ではないという指摘は非常に重要だ。社会生活のシステムの一環として「赦し」を捉える。今まで漠然とした感情だと思っていた「赦し」が、実は説明可能なシステムだったということは、私にとって大きな発見だった。


  ◆城繁幸のメールマガジン「『サラリーマン・キャリアナビ』★出世と喧嘩の正しい作法」／第2・第4金曜日／315円

  http://yakan-hiko.com/joe.html


  人事コンサルティング会社「Joe's Labo」代表取締役の城繁幸によるメルマガ。8月10日配信のVol.041に掲載されていた不定期連載コラム「人事に歴史あり」では、キャリアデザインの天才として豊臣秀吉を取り上げている。コラムの小タイトルを並べると「織田家成果主義の欠点を熟知していた秀吉」「スピード経営の秘密はM&A」「いびつな豊臣家の人事制度」「そして、世界へ」「秀吉公へのアドバイス」となっている。城氏は、織田家の家臣としてキャリアを積み重ね、スピード感を持って天下統一を成し遂げた秀吉の手腕を評価。その一方で、あまりにもスピードを重視しすぎたことによる問題点を指摘し、「もっとこうすれば良かったのでは」とアドバイスをする。ありきたりな企画ではあるが、いくら語っても語りつくせないのが「戦国時代」の魅力。最近の深夜アニメだけを見ても『戦国乙女』に『戦国コレクション』『織田信奈の野望』と、戦国時代をテーマにした作品が複数制作されている。しかも、どの作品も面白いのが「戦国」コンテンツの強さといったところか。


  ◆僕秩ヨシナガの「ネットの今。」／不定期／630円

  http://www.mag2.com/m/0001399010.html


  人気サイト「僕の見た秩序。」（ http://www.dfnt.net/ ）管理人・ヨシナガ氏によるメルマガ。8月14日に配信された第44号に掲載されていたコラム「ZIPPEIと謝罪スキル」では、ネットにおける情報拡散に関する特徴が指摘されている。ヨシナガ氏が注目したのは、日本テレビの情報番組『ZIP!』で人気だった犬・ZIPPEIが死亡したことに関する謝罪報道の作り方だ。謝罪放送では数分間、コメントが読み上げられたのだが、その間、一度も画面にテロップが表示されなかったという。その結果、キャプチャしたテレビ画面を参考にするまとめサイトなどの記事が作りにくくなったと指摘。こうした事情から、ネットでは必要以上に情報が拡散されなかったとヨシナガ氏は分析する。私は『ZIP!』を視聴していないので、死亡した犬がどの程度人気だったのかはわからない。そのため、そもそも話題になる要素が少なかった可能性も否定できないが、テロップがないテレビ画面のキャプチャが分かりにくいという指摘は当を得ていると思う。テレビ画面をキャプチャしてネットに公開する行為の正当性は横に置くとして、テロップとネットの拡散を関連付けたヨシナガ氏の指摘は興味深いと感じた。


  ◆大竹真の「こちら現場です！」／10日・25日／420円

  http://www.mag2.com/m/0001553390.html


  日本テレビ系列の情報番組『スッキリ！！』などでリポーターを務める大竹真氏によるメルマガ。8月10日に配信されたVol.003では、ロンドン五輪の取材に関する愚痴が綴られている。大竹氏によると「パブリックビューイング会場やスポーツバーの取材は、取材とは言えない」とのこと。点が入った時、サポーターの盛り上がる様をカメラで撮影すれば良いだけなので、実況などはほぼ必要ないというのが大竹氏の見解だ。リポーター個人の意見としては、そうなのかもしれない。それよりも私が気になったのは、なでしこジャパンの大野忍選手の両親が、報道陣の囲み取材を受けている様子に関する記述だ。大竹氏は「こんな台数のカメラを前に話すなんて慣れているはずもないのに、注目を浴びるという事は大変だなぁ〜と改めて感じた」と記している。大竹氏にすれば、何の悪気もない感想なのかもしれない。しかし、私は昨年11月に配信されたノンフィクションライター宇都宮徹壱氏による『徹マガ』第78号の「なでしこフィーバーとメディア・スクラム」という記事を読んでいたので、違和感を覚えた。ワールドカップ優勝後、なでしこジャパンの家族が受けた、非常識な取材に関する記事だ。取材される側が常にストレスを抱えているのに対して、取材する側がいかに呑気であるか。大竹氏のコメントを読んで改めて思い知らされた気がする。最後に同号の『徹マガ』に掲載された印象的なフレーズを紹介しよう。「どういうわけかアスリートがメダルを獲ったり優勝したりすると、なぜか親がメディアに担ぎ出されるんですよね。これまた『スポーツが文化として根付いていない』ひとつの証左だと思うのですが」。


  ◆NEWSを疑え！／毎週月曜日・木曜日／1000円

  https://sriic.org/index.html


  軍事アナリスト・小川和久氏が理事長を務める国際変動研究所によるメルマガ。8月16日に配信された第139号には、小川氏による「オスプレイって、どれくらい『危険な飛行機』なの？」という記事が掲載されている。この記事では、オスプレイに対する航空関係者の評価を紹介するほか、多数の死者を出したのは開発段階での事故だったと指摘。そして、「安全性を強弁する防衛省は信頼を失う」との提言がされている。しかし、私が気になったのは、記事の冒頭部分。NHKの報道番組『ニュースウォッチ9』で小川氏がオスプレイ問題についてコメントしたところ、的外れな引用が行われたと説明している箇所だ。小川氏は、「日本政府は住民の不安に応えなければならない」というコメントが使用されず、危険性を煽っているかのような部分だけが使用されたと主張。その後、NHKから謝罪があり、7月2日に再取材の上、整理したオスプレイ報道がされたと経緯を説明する。危険性を煽り、視聴者をミスリードするような取り上げ方しかできないマスコミ。それはNHKも例外ではないという点は、留意すべきだ。


  



  【8月6日〜8月19日の注目メルマガ（スタイルレビュー）】


  ◆井戸実のブラックメルマガ／毎週水曜日／840円

  http://www.mag2.com/m/0001308870.html


  株式会社エムグラントフードサービスの創業者オーナー・井戸実氏によるメルマガ。「ご挨拶」「人気コーナー！！クレーム通信」「“Mr.Idoのブラックエピソード”by魚串のアーリー」「Q&Aコーナー」「最後に」という5つのコーナーにプラスして、まぐまぐの社長・大川弘一氏による寄稿や、井戸氏による小説「チバカラス」などが掲載されている。注目すべきは「人気コーナー！！クレーム通信」。井戸氏が経営するレストランに届いたクレームに対して、井戸氏が「本音」で回答するという内容なのだが、そのほとんどがクレーマーに対する罵倒となっている。過激な発言の連発に「そんなこと書いて大丈夫か？」と心配してしまうが、企業でクレーム対応をした経験のある人ならば、少なからず共感できるはずだ。


  ◆週刊isologue／毎週月曜日／840円

  http://biz-spice.jp/public/detail/1008/1008/


  金融コンサルタント・磯崎哲也氏によるメルマガ。主に日本やアメリカの金融や株式事情について、図を添えた丁寧な解説が行われている。毎回、一つのテーマに関して掘り下げているのだが、7月23日配信のVol.173からは、米国Yahoo！の財務に関する検証が連続で行われている。想定している読者は、おそらく投資家や起業家だろう。しかし私は金融や株式などに興味がないため、正直言ってチンプンカンプンに感じることが多い。それでも時間をかけて読めば大まかな内容は理解できるので、分かりやすい文章なのだと思う。


  ◆週刊金融日記／毎週日曜日／840円

  http://yakan-hiko.com/fujisawa.html


  人気ブログ「金融日記」（ http://blog.livedoor.jp/kazu_fujisawa/ ）の管理人・藤沢数希氏によるメルマガ。「今週のマーケット」「ブログではいえないお店」「藤沢数希の身もフタもない人生相談」という3つのコーナーと、冒頭のコラムで構成されている。メルマガのタイトル通り、「金融」が大きなテーマの一つとなっているのだが、主にコラムで扱われているのは「恋愛工学」だ。このコラムでは、金融に関する知識を男女の恋愛関係に当てはめて解説している。そのため、投資や金融に興味がない人でも楽しめる内容となっている。


  ◆ザ・ヨコハマ・エクスプレス／週2回（オフシーズンは週1回）／500円

  http://yokohama-ex.net/


  サッカー専門新聞『エル・ゴラッソ』で横浜F・マリノスの番記者を担当している藤井雅彦氏と、スタジアム･フリーペーパー『ハマトラ』編集長の蒼井真理氏によるメルマガ。主な内容は、藤井氏による試合プレビューとレビュー、選手コメント、蒼井氏によるコラムとなっている。日本サッカー協会やJリーグは、必ずしもネットメディアに対して開かれた存在ではない。そのため、有料メルマガのような媒体を嫌うクラブも存在すると思われるが、『ザ・ヨコハマ・エクスプレス』ではシーズン中に選手への独自インタビューを行うなど、クラブとのコネクションの強さを感じさせる。当然、このメルマガは横浜F・マリノスが協力的でないと成り立たないので、メディアからの要請に応えるクラブ側の姿勢を高く評価したい。


  ◆結城浩の「コミュニケーションの心がけ」／毎週火曜日／840円

  http://www.mag2.com/m/0001491850.html


  小説『数学ガール』シリーズの著者・結城浩氏によるメルマガ。主な内容は、文章を書く上でのテクニックやアイデアの出し方などを紹介するコラムと「Q&A」コーナー、そして、「結城クイズ」「結城クイズの答え」「次回予告」となっている。「結城クイズ」は文字通りのクイズなのだが、その答えは次号の「結城クイズの答え」で解説されることになっている。まず注目したいのは、有料メルマガでは珍しい「次回予告」。これらは、購読者の退会率を下げるための施策だろう。私も携帯電話公式サイトの編集をしていた時、あの手この手で会員の退会を回避していたことを思い出した。そして、わざわざメルマガのコンテンツになる「クイズ」とはどのような内容なのか。当たり前のことだが、クイズは、検索エンジンで調べて答えが分かるレベルでは面白みがない。そのため、単純に知識を問う問題ではなく、パズルの要素をはじめさまざまなギミックを含む、ユニークな仕掛けが散りばめられている。


  



  【今週の新規購読】


  ◆勝谷誠彦の××な日々。／毎日／875円

  http://katsuyamasahiko.jp/


  コラムニスト・勝谷誠彦氏によるメルマガ。個人のメルマガとしては老舗と言っていいだろう。購読中のメルマガ『《論客》NEWSポストセブン』に勝谷氏が登場した時に「そういえば読んでいないな」と気付き、何となく購読することにしました。


  ◆ガッキィファイター／不定期／830円

  http://gfighter.net/


  ジャーナリスト・日垣隆氏によるメルマガ。「まぐまぐ」などのメルマガスタンドを利用していない有料メルマガもチェックしなければと思い、購読することにしました。


  



  【あとがき】


  城氏のメルマガレビューで名前を挙げた『戦国乙女〜桃色パラドックス〜』『戦国コレクション』『織田信奈の野望』に共通するのは、美少女の戦国武将が登場すること。ちなみに『戦国乙女』は、現在の女子高生が戦国時代にタイムスリップする話で、『戦国コレクション』は戦国大名たちが現在にタイムスリップする話。『織田信奈の野望』は、男子高校生が戦国時代にタイムスリップする話です。また、『戦国乙女』と『織田信奈の野望』の主人公は豊臣秀吉的な役割を果たし、『戦国コレクション』は織田信長が主人公となっています。要するに、どれも同じような物語なんですね。となると、勝敗を分けるのはイラストや声優になるはずなのですが……。実は、『戦コレクション』で織田信長役だった大久保瑠美さんは『織田信奈の野望』では伊達政宗を演じ、『戦コレクション』で前田慶次役だった浅野真澄さんは『織田信奈の野望』では松永久秀を演じ、『戦コレクション』で上杉謙信役だった能登麻美子さんは『織田信奈の野望』では今川義元を演じているといった具合で、キャストを混乱せずに覚えるのにもひと苦労です。ただし、こういった無駄な知識を蓄えていくことが、声優ファンの楽しみであることは否定しません。


  



  【8月6日〜8月19日の購読メルマガ】


  《毎日・週複数回配信》


  ◆天木直人のメールマガジン／毎日（1日数通）／500円


  http://foomii.com/00001


  ◆浦研プラス／特殊（ほぼ毎日）／525円


  http://www.targma.jp/urakenplus/


  ◆勝谷誠彦の××な日々。／毎日／875円


  http://katsuyamasahiko.jp/


  ◆ゲンロンサマリーズ／毎週火曜日・金曜日（第5週は除く）／420円


  http://genron.co.jp/


  ◆ザ・ヨコハマ・エクスプレス／週2回（オフシーズンは週1回）／500円


  http://yokohama-ex.net/


  ◆J3+（メルマ）／特殊（ほぼ毎日）／630円


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆NEWSを疑え！／毎週月曜日・木曜日／1000円


  https://sriic.org/index.html


  《毎週配信》


  ◆Assioma's／毎週日曜日／500円


  http://www.assioma.jp/


  ◆家入一真のメールマガジン「生け贄スタイルの理論と実践」／週1回／735円


  http://yakan-hiko.com/ieiri.html


  ◆池田信夫メールマガジン「エコノMIX」／毎週日曜日／525円


  http://magazine.livedoor.com/magazine/4


  ◆井戸実のブラックメルマガ／毎週水曜日／840円


  http://www.mag2.com/m/0001308870.html


  ◆小澤一郎の「メルマガでしか書けないサッカーの話」／毎週木曜日／630円


  http://www.mag2.com/m/0001172031.html


  ◆黒田勇樹が働かずに生きていくためのメルマガ「黒田運送（便）」／毎週木曜日／105円


  http://www.mag2.com/m/0001367290.html


  ◆黒田勇樹編集　日本一馬鹿なメルマガ「黒田運送（便）ハイパー」／毎週土曜日（第5週は除く）／525円


  http://magazine.livedoor.com/magazine/55


  ◆《芸能》NEWSポストセブン／毎週金曜日／210円


  http://www.mag2.com/m/0001509110.html


  ◆GELマガ／毎週木曜日／525円


  http://www.mag2.com/m/0001282016.html


  ◆古賀茂明と日本再生を考えるメールマガジン／週1回／630円


  https://mall.ismedia.jp/category/select/pid/8767


  ◆佐々木俊尚の未来地図レポート／毎週月曜日／1000円


  http://www.pressa.jp/


  ◆週刊isologue／毎週月曜日／840円


  http://biz-spice.jp/public/detail/1008/1008/


  ◆週刊金融日記／毎週日曜日／840円


  http://yakan-hiko.com/fujisawa.html


  ◆ジョン・キムメールマガジン「媚びない人生の作り方」／毎週水曜日／630円


  http://yakan-hiko.com/kim.html


  ◆辛坊治郎メールマガジン／毎週金曜日／315円


  http://magazine.livedoor.com/magazine/13


  ◆スーパーオモコロメールマガジン／毎週土曜日／315円


  http://www.mag2.com/m/0001561370.html


  ◆《スクープ》NEWSポストセブン／毎週金曜日／262円


  http://www.mag2.com/m/0001509130.html


  ◆須田慎一郎の政経コンフィデンシャル／毎週月曜日（第5週は除く）／840円


  http://foomii.com/00020


  ◆高城未来研究所「Future Report」／毎週金曜日／840円


  http://theory.ne.jp/takashiro/


  ◆田村耕太郎の「君はこんなワクワクする世界を見ずに死ねるか！？」／毎週


  月曜日／840円


  http://www.mag2.com/m/0001374391.html


  ◆西部謙司メールマガジン／毎週水曜日／771円


  http://www.mag2.com/m/0001264412.html


  ◆プチ鹿島の思わず書いてしまいました！！ ／週1回／680円


  http://www.webdoku.jp/premium/merumaga/page/kashima.html


  ◆堀江貴文のブログでは言えない話／毎週火曜日／840円


  http://yakan-hiko.com/horie.html


  ◆マキタスポーツの「週刊自分自身」／週1回／680円


  http://www.webdoku.jp/premium/merumaga/page/makita.html


  ◆松尾スズキの【のっぴきならない日常】／毎週金曜日（第5週は除く）／525円


  http://yakan-hiko.com/matsuo.html


  ◆《マネー》NEWSポストセブン／毎週金曜日／157円


  http://www.mag2.com/m/0001509150.html


  ◆やまもといちろうのメールマガジン「人間迷路」／毎週月曜日（第5週は除く）／735円


  http://yakan-hiko.com/kirik.html


  ◆結城浩の「コミュニケーションの心がけ」／毎週火曜日／840円


  http://www.mag2.com/m/0001491850.html


  ◆《論客》NEWSポストセブン／毎週金曜日／157円


  http://www.mag2.com/m/0001509050.html


  《隔週配信・月2〜3回》


  ◆新井里美の「みっこdeないと」／1日・15日／500円


  http://theory.ne.jp/arai_satomi


  ◆内田樹のメールマガジン「大人の条件」／第2・第3・第4月曜日／525円


  http://yakan-hiko.com/uchida.html


  ◆大竹真の「こちら現場です！」／10日・25日／420円


  http://www.mag2.com/m/0001553390.html


  ◆帰ってきた愛と怒りのシゴト論／第1・第3木曜日／315円


  http://biz-spice.jp/public/detail/1024/1363/


  ◆鏡リュウジのメールマガジン「プラネタリー夜話」／第2・第4月曜日／525円


  http://yakan-hiko.com/kagami.html


  ◆甲野善紀のメールマガジン「風の先、風の跡〜ある武術研究者の日々の気づき」／第1・第3月曜日／525円


  http://yakan-hiko.com/kono.html


  ◆城繁幸のメールマガジン「『サラリーマン・キャリアナビ』★出世と喧嘩の


  正しい作法」／第2・第4金曜日／315円


  http://yakan-hiko.com/joe.html


  ◆スタパ齋藤の「モノ・コト」欲望マガジン／第2・第4木曜日／420円


  http://magon.impress.co.jp/writer/stapasm001.html


  ◆名越康文のメールマガジン「生きるための対話（dialogue）」／第1・第3月曜日／525円


  http://yakan-hiko.com/nakoshi.html


  ◆菜っ葉の『菜』！！ver.めーる／10日・20日・30日／315円


  http://theory.ne.jp/akutsu/


  ◆報道カメラマンは静かに国境を越える／不定期／500円


  http://garagephoto.net/


  ◆本田雅一のモバイル通信リターンズ／第2・第4木曜日／525円


  http://magon.impress.co.jp/writer/hondamm001.html


  ◆茂木健一郎のメールマガジン「樹下の微睡み」／第1・第3月曜日／525円


  http://yakan-hiko.com/mogi.html


  ◆若林理砂のメールマガジン「鍼灸師が教える一人でできる養生法」／第2・第4月曜日／525円


  http://yakan-hiko.com/wakabayashi.html


  《不定期配信》


  ◆岩上安身のIWJ特報／不定期／840円


  http://www.mag2.com/m/0001334810.html


  ◆上杉隆の東京脱力メールマガジン／不定期／840円


  http://www.mag2.com/m/0001112241.html


  ◆宇都宮徹壱公式メールマガジン「徹マガ」／月4回／735円


  http://tetsumaga.com/


  ◆ガッキィファイター／不定期／830円


  http://gfighter.net/


  ◆週刊アカシックレコード／不定期／105円


  http://www.mag2.com/m/0001009100.html


  ◆藤巻幸大「1％の人生」／不定期／840円


  http://www.mag2.com/m/0001492770.html


  ◆僕秩ヨシナガの「ネットの今。」／不定期／630円


  http://www.mag2.com/m/0001399010.html


  



  ※このコーナーでは、新たに購読するメルマガを募集しています。「このメルマガが面白いよ」という情報提供や、「このメルマガ気になるんだけど、レビューを読んでから決めたい」というご要望はツイッター @sammy_sammy までリプライをお寄せください。



  



  ▼渡辺文重（わたなべ・ふみしげ）


  1973年生まれ。福岡県北九州市出身。フリーランス編集者/ライター。有限会社ブンヤ取締役。パソコン雑誌のライターを経て、2003年に有限会社ブンヤ設立。携帯サイトの企画、運営、編集、執筆などを行う。主な分野は、サッカー、ゲーム、アニメなど。


  ツイッターID:@sammy_sammy


  プレゼントコーナー

  


  読者プレゼントのコーナーです。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。



  ネオローグユニオン

  


  僕のアシスタントの香月啓佑（@kskktk）と小嶋裕一（@mutevox）によるオフトークです。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。


  


  津田大介の「メディアの現場」は第1〜第4水曜日発行で月額630円。ご購読のお申し込みは、次のメルマガスタンドで。


  


  ●ニコニコチャンネル

  http://bit.ly/SVTiYd


  


  【ニコニコチャンネルのいいところ】

  ・メルマガが分割されずに届く（携帯電話で購読される方はキャリアの技術仕様によって分割される可能性があります）

  ・電子書籍フォーマット「EPUB」で読める

  ・ニコニコチャンネル限定の生放送を見ることができる

  ・ドコモとau、ソフトバンクでのキャリア決済が可能


  【決済方法】

  ・クレジットカード（JCB 、 MasterCard 、VISA 、Diners、AMERICAN EXPRESS）

  ・ドコモケータイ払い

  ・auかんたん決済（スマートフォン決済にも対応）

  ・ソフトバンクまとめて支払い（スマートフォン決済にも対応）


  ●夜間飛行

  http://bit.ly/Px7MZT


  


  【夜間飛行のいいところ】

  ・メルマガが分割されずに届く（携帯電話で購読される方はキャリアの技術仕様によって分割される可能性があります）

  ・電子書籍フォーマット「EPUB」で読める

  ・ドコモとauでのキャリア決済が可能


  【決済方法】

  ・PayPal（クレジットカード）

  ・ドコモケータイ払い（スマートフォン決済には近日中に対応予定。現在はフィーチャーフォンのみ対応）

  ・auかんたん決済（スマートフォン決済にも対応）


  ●まぐまぐ

  http://bit.ly/QB58Yr


  


  【まぐまぐのいいところ】

  ・電子書籍フォーマット「EPUB」で読める


  【決済方法】

  ・クレジットカード


  ●タグマ！

  http://bit.ly/OKPRkI


  【タグマ！のいいところ】
・ウェブサイト上でブログのように読むことができる

  ・決済方法が豊富で、クレジットカードを持っていなくても購読できる


  【決済方法】

  ・クレジットカード（Visa、Master、JCB、AmericanExpress）

  ・コンビニ決済（セブンイレブン、ローソン、ファミリーマート、サークルK、サンクス、ミニストップ、デイリーヤマザキ）

  ・銀行振込（Pay-easy）


  ●BCCKS

  http://bit.ly/QVuWt5


  【BCCKSのいいところ】
・洗練されたデザインで本のように読むことができる

  ・スマートフォンのアプリで読むことができる


  【決済方法】

  ・クレジットカード（VISA、Master、JCB、AMEX、DINERS）

  


  


  


  ■ Web：http://xtc.bz/


  ■ Twitter：http://twitter.com/tsuda


  ■ Facebook page：http://www.facebook.com/daisuke.tsuda


  ■ Google+：http://plus.google.com/107266595111301357110


  ■ Ustream：http://www.ustream.tv/user/tsuda


  ■ Tumblr：http://tsuda.tumblr.com/


  ■ Flickr：http://www.flickr.com/photos/xtcbz


  ■ YouTube：http://www.youtube.com/user/xtcbz


  ■ Klout：http://klout.com/tsuda

  


  □ 発行元：有限会社ネオローグ　http://www.neo-logue.com/


  □ 発行責任者：津田大介（@tsuda）


  □ 編集：松本香織（@tekitoeditor）


  □ スタッフ：香月啓佑（@kskktk）、小嶋裕一（@mutevox）、相馬拓郎、岸良ゆか（@youdende）


  ※本メルマガに掲載される記事の著作権は（対談など一部のコンテンツを除き）発行元及び発行責任者に帰属します。記事の引用、転載、雑誌掲載などは事前連絡なくご自由に行っていただいて結構ですが、引用については公正な慣行、転載については常識の範囲内でお願いできれば幸いです。引用、転載、雑誌掲載いずれの場合も、本メルマガのコンテンツを利用される場合は出典を付記するようお願いいたします。


  ※このメルマガの発行日は第1〜第4水曜日です。ゴールデンウィーク、お盆、年末年始には、適宜、合併号を発行します。なお、取材期間などの関係で不定期に休刊することがあります。

